
　事業概要 

　（１）教育機関・企業におけるタブレット型ＰＣ利活用モデルの調査及び企画・提案  

　（２）学内でのタブレット型ＰＣ利活用に係る環境の整備 

　（３）ＩＡＭＡＳでのタブレット型ＰＣ利活用の企画・提案

　　・電子書籍・教育利用の為の研究会

　　　電子書籍など、タブレット型ＰＣを活用したＩＴの教育利用に関する最新の状況を調査、実際に活用

　　　できるシステムを検討し、効果・課題・解決策を共有するとともに、将来に結びつける事を目的とす

　　　る研究会を運営します。  

　　・障がい者の生活支援・障がい児教育等への利活用を目指す研究会

　　　タブレット型ＰＣを利用した障がい者の生活支援・自立支援、障がい児教育に関する最新の状況を調

　　　査し、実際に活用できるシステムを検討したうえで、効果・課題・解決策を共有するともに、実証実

　　　験に結びつける事を目的とした研究会を運営します。

　平成 23年度バーチャルメディア工房ぎふでは、ＩＡＭＡＳ（情報科学芸

術大学院大学／岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー）において、タブ

レット型ＰＣの学内での活用のほか、さまざまな分野での利活用を提案

することで、新しいサービスの創出に貢献していきます。

　特に、ＩＣＴをフィールドとする障がい者就業支援団体であり、障がい

当事者が運営するバーチャルメディア工房ぎふでは、ＩＴ関連事業はもち

ろんのこと障がい者の社会参加・自立支援、ＷＥＢアクセシビリティ検証

事業や障がい児子育て支援など関連領域の活動で培った豊富な知見とノ

ウハウを生かし、新しいサービスを創造・提案していきます。 

　デジタル機器の新しい潮流となるスマートフォンやタブレット型

ＰＣは、広範にわたり社会に大きな影響を与えており、アップル社

が昨年 4月に発表したタブレット型ＰＣ「ｉＰａｄ」は、半年の間に

世界で 1500 万台販売と大ブレークし、パソコンにかわる新たな情報

端末として私たちの生活にも深く浸透しつつあります。日本国内に

おいても個人利用の急速な普及に加え、産業界、教育、医療、福祉

などの専門分野での活用も注目されています。 
　情報科学芸術大学院大学

　岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー
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ＩＡＭＡＳと共にタブレット型ＰＣの
　　　　　　　　　　　　　　　　利活用をすすめていきます

　
　日増しに秋の深まりを感じる今日この頃ですが、ＶＭネットをご愛読頂

き誠にありがとうございます。

　本年度も「ぎふ子育て支援助成基金助成事業」と新たに「タブレット型

電子端末を活用した教育等利活用モデル構築事業」を受託致しました。

　障がい児（者）の方に自立や社会参加の場が増えることを願い、普及啓

発活動に努めて参りたいと思います。

　今後とも皆様の温かいご理解とご協力を宜しくお願い致します。
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